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    安全上のご注意 
 

ここに示した注意事項は､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や損害を未然に

防止するためのものです｡これらの事項は､危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために､｢注意｣ 

｢警告｣ ｢危険｣の三つに区分されています｡いずれも安全に関する重要な内容ですから､国際規格(ISO / 

IEC)､日本工業規格(JIS)*1) およびその他の安全法規*2)に加えて､必ず守ってください｡ 
*1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules relating to systems 

  ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules relating to systems 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218-1992: Manipulating industrial robots-Safety                           

  JIS B 8370: 空気圧システム通則 

  JIS B 8361: 油圧システム通則  

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項) 

  JIS B 8433-1993: 産業用マニピュレーティングロボット－安全性 など                                          

*2) 労働安全衛生法 など 

 

 

 注意 
取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想定

されるもの｡ 

 

 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

警告 

①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､システ

ムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況

を考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認

してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､理解し

てから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④次に示すような条件や環境で使用する場合は､安全対策への格別のご配慮をいただくと共に､あらかじ

め当社へご相談くださるようお願い致します｡ 

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､医療機器､飲料･食料に触れる機器､燃焼装置､娯楽機器､

緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログの標準仕様に

合わない用途の場合｡ 

3.人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され､特に安全が要求される用途への使用｡ 

4.インターロック回路に使用する場合は､故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 2 重インター

ロック方式にしてください｡また､定期的に点検し正常に動作していることの確認を行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 

 

注意 

当社の製品は､製造業向けとして提供しています｡ 

ここに掲載されている当社の製品は､主に製造業を目的とした平和利用向けに提供しています｡ 

製造業以外でのご使用を検討される場合には､当社にご相談いただき必要に応じて仕様書の取り交わし､契

約などを行ってください｡ 

ご不明な点などがありましたら､当社最寄りの営業拠点にお問い合わせ願います｡ 

 

 

 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 

 

 

『保証および免責事項』                         

①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1 年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に到

達する期間です。*3) 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの営業

拠点にご確認ください｡ 

 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換 

品の提供を行わせていただきます｡ 

なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の故障により誘発される損害

は､保証の対象範囲から除外します｡ 

 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､理解の上､ご使用ください。 

 
    3) 真空パッドは､使用開始から 1 年以内の保証期間を適用できません｡ 

       真空パッドは消耗部品であり､製品保証期間は納入後 1 年です。 

       ただし､保証期間内であっても､真空パッドを使用したことによる磨耗､またはゴム材質の劣化が原因の場合

には､製品保証の適用範囲外となります｡ 

  

 

『適合用途の条件』 

海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守ってく

ださい｡ 
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１．取付けについて 

 ！ 注意 

1-1） 装置の設置面 

①シリンダは、平面度：0.2mm 以下の平面に取付けるようにしてください。 

平面度：0.2mm を越えるような面に設置した場合、2 本のガイドシャフトにねじれが 

生じる為、摺動抵抗が大きくなり寿命低下を招く場合があります。 

 

②設置面の平面度が十分に得られない場合は、シムによるスキマ調整をしてください。 

全ストロークに渡りスライドブロックが最低作動圧力規定値[0.18MPa]以下でスティック 

スリップなく作動できるように調整を行ってください。 

 

③設置面に切粉等の異物がないことを確認のうえ、シリンダを取付けるようにしてください。 

 切粉を噛み込んでシリンダを固定すると、ガイドシャフトがねじれ、作動を悪化させたり、

寿命低下を招く場合があります。  

 

④シリンダ取付けの装置側設置面は､同一部材で構成することを推奨します。 

 シリンダ設置面を異なる部材で構成しますと、両側設置面の平面度が不十分になる場合が 

ありますので、シリンダ設置面は同一部材とすることをお奨めします。 

設置面が別部材の場合は、シム調整をして平面度 0.2mm 以下にするようご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！ 注意 

による設置面 
剛性の強い同一部材

図１．シリンダ設置面 
設置面が別部材 

 

1-2） シリンダの取付方法 

① シリンダの取付けは、必ず、両端のプレートで行ってください。スライドブロック 

（外部移動子）でのシリンダ取付けは絶対に行わないでください（図 2 参照）。 

ストローク端において、軸受（ブッシュ）に過大なモーメントがかかり、早期に軸受が 

摩耗して製品寿命を低下させる場合があります。 

 

プレート スライドブロック  

 

 

 

図 2．スライドブロックでの取付け（禁止） 
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② シリンダの固定方法は、プレート上面（座ぐり加工面）からのボルトによる固定のみです。 

下面側からボルト固定をしたい場合は、オーダメイド品［-X2423］をご検討ください。 

    ※）-X2423：取付面タップ仕様 （詳細：P24、図 13、表 14 参照） 

六角穴付ボルト  

 
図 3．シリンダ固定方法（標準品） 

 

注意 

めねじ追加 
ﾌﾟﾚｰﾄ取付穴に

 

下面側からのボルト固定 

X2423（プレート設置面ねじ仕様） 

 

 

 

 

 

 

 

 ！

1-3） シリンダ設置周辺の必要最小スペース 

  ダンパーボルトやショックアブソーバ、または継ぎ手の取付けおよび交換が容易にできる 

  ように作動方向側のスペースを十分に確保ください（図 4、表 1 参照）。 

  表１に必要最小スペースを示しますので、それ以上のスペースを確保ください。 

 

 

 図 4．必要最小スペース 
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表１．必要最小ｽﾍﾟｰｽ一覧（参考値） 

ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ付の場合(mm) ﾀﾞﾝﾊﾟﾎﾞﾙﾄ付の場合(mm) ﾁｭｰﾌﾞ内径 

(mm) (NC) Y：必要最小ｽﾍﾟｰｽ (NA) X：必要最小ｽﾍﾟｰｽ 

6 19 44 11 32 

10 28 58 10.5 34 

15 28 58 10.5 34 

20 28 63 10.5 39 

25 49 89 12.5 41 

32 52 99 11.5 43 

40 51 99 10.5 43 

 注）上記寸法は、ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞやﾀﾞﾝﾊﾟﾎﾞﾙﾄを交換する為の最小ｽﾍﾟｰｽ（ｽﾄｯﾊﾟ全長＋10mm）です。 

装置周辺の機器等は考慮しておりません。  

 

 

 

２．使用上について 

 ！ 警告 

① シリンダ動作中は、プレートとスライドブロックの間に手を入れないでください。 

    シリンダ動作中に手や指を入れるのは大変危険です。絶対に、やらないでください。 

    

② シリンダには選定資料の許容値以上の負荷をかけないでください。 

不具合発生の原因となります。 

 

③ ストローク中間位置に停止させる場合は、供給圧力またはシリンダが発する運動エネルギー 

にご注意ください。 

ストローク端のストローク微調整も中間停止の場合と     

同様の注意が必要です。 

【外部ストッパで外部移動子を中間停止の場合】 

許容値を越えた圧力を供給すると、ストロークの 

設定位置がずれたり、外部移動子が落下する恐れが 

あります。 

【空気圧回路でピストン移動子を中間停止の場合】 

許容値を越えた外部負荷の運動エネルギーを印加 

すると、ストロークの設定位置がずれたり、外部 

移動子が落下する恐れがあります。 

 

 

！ 注意 

① シリンダに水や切削液などの液体飛散環境、水蒸気環境、付着性の異物および粉塵環境など 

シリンダ摺動部の潤滑性を悪化させるような環境でのご使用は避けてください。 

シリンダ摺動部の潤滑性を悪化させるような場合は、当社にお問合せください。 
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３．機能について 

3-1）配管形式の選択 

  シリンダの配管方式には、配管ポートが両端プレートに各 1 箇所づつ配置している両側配管 

タイプ［型式：CY1S］と配管ポート 2 箇所をプレートＡ側のみに集約した集中配管タイプ 

［型式：CY1SG］の 2 通りから選択することができます（図 5-1、図 5-2 参照）。 

参考：両側配管タイプ：シリンダ全長短縮形  集中配管タイプ：配管部材集約可能形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2）ストッパ形式の選択 

シリンダには 3 通りのストッパ形式があり、 

使用方法に応じたストッパ形態を選択する 

ことが可能です（図 6 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管ﾎﾟｰﾄ 配管ﾎﾟｰﾄ 

配管ﾎﾟｰﾄ 

図 5-1．両側配管[CY1S] 

ﾌﾟﾚｰﾄ C ﾌﾟﾚｰﾄ A 

ﾌﾟﾚｰﾄ B ﾌﾟﾚｰﾄ A

図 5-2．集中配管[CY1SG]

ﾀﾞﾝﾊﾟﾎﾞﾙﾄ

ｱｼﾞｬｽﾄﾎﾞﾙﾄ
ダンパボルト（先端樹脂） 

ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ 

ショックアブソーバ＋アジャストボルト（先端金属） 

ｱｼﾞｬｽﾄﾎﾞﾙﾄ

ﾀﾞﾝﾊﾟﾎﾞﾙﾄ
ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ 

 
U片側ショックアブソーバ＋アジャストボルト（先端金属）

U片側ダンパボルト（先端樹脂） 

図 6．ストッパ形式 
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3-3）オートスイッチの選択 

3-3-1）適用オートスイッチ 

  適用オートスイッチは表 2 のとおりです。オートスイッチ種類にご注意ください。 

 
表２．適用オートスイッチ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3-3-2）オートスイッチの取付方法 

  図 7 のようにオートスイッチはスイッチスペーサ[BMY3-016]と組み合わせることで 

スイッチレールの取付溝に固定することができます。 

  スイッチスペーサと組み合わせ、付属の取付ビスをマイナス時計ドライバで固定します。 

 

スイッチスペーサ 

 
マイナス時計ドライバ

時計ドライバ：握り径 5～6mm 

締付トルク：0.1～0.15N・m 

図 7．オートスイッチ取付方法 
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3-3-3）スイッチレールの取外し、取付け 

  スイッチレールを取り外す際には、取付ビス、四角ナット、座金の紛失にご注意ください。 

  スイッチレールを再度取付ける場合や反対面に取付ける場合は、表３の位置で固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-4）スイッチレールのリード線収納溝 

  スイッチレールには、リード線を収納する 

溝を設けてあります（図 9 参照）。 

必要に応じてリード線収納にご活用ください。 

ただし、収納時、スイッチレールを変形させない 

ようご注意ください。 

 

3-3-5）ストローク中間位置でのスイッチ応答性 

  ストローク中間位置にオートスイッチを設置する 

ことは可能ですが、負荷リレーの応答時間の関係で、 

スイッチ検出可能なシリンダ最大速度が制限されます。 

K 

A B 

K 

C D 

図 8．オートスイッチ適正取付位置 

 

ｵｰﾄｽｲｯﾁ 

ﾘｰﾄﾞ線 

ｽｲｯﾁﾚｰﾙ 

図 9．スイッチレール 

 

表３．オートスイッチ適正取付位置 
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４．機種選定方法 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ps：許容圧力 

P21、表 10 参照 

Es：許容運動エネルギー 

P21、表 11 参照 
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本シリーズは､磁力結合離脱防止の為、積載できる負荷質量、最高使用圧力に制限が生じます。 

ご使用条件の積載負荷質量、使用圧力が表４の値以内であることをご確認ください。 

表４ 推力制限負荷質量と最高使用圧力 

なお、ダンパボルト、アジャストボルトによるストローク調整および外部ストッパによる中間停止を行う場合の最高使用圧力は、

P21、表 10 をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

負荷重心の y 方向位置により 

制限負荷質量の範囲が変わります。 

【水平取付および天井取付】 

負荷重心の z 方向位置により 

制限負荷質量の範囲が変わります。

【壁取付】 

本シリーズは、負荷を支持するためのガイドシャフトを装備しています。 

積載負荷質量およびローリングモーメント（M2）によりガイドシャフトのたわみが大きくなるため、積載できる負荷質量 

およびストロークに制限が生じます。 

各チューブ内径のグラフ①～⑦からストローク制限負荷質量：ｍst 以内であることをご確認ください。 

【垂直取付】 

ストロあクによる制限負荷は 

発生しません。 

A：ガイドシャフト中心からスライドブロック上面までの距離 
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 ある場合は、当社にご確認ください。 

※ グラフ状の y、z＋A の値を超える位置に負荷重心が 
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シリンダの取付姿勢、負荷、重心位置により複数のモーメントが発生する場合があります。 

各取付姿勢での座標軸をご参照ください。 

※ X,Y,Z の座標軸はシリンダの取付姿勢が 

基準となります。 

表 6 ガイド中心からスライドブロック上面寸法 

表 7 取付姿勢と発生静的モーメント 

表５ 取付姿勢と発生静的モーメント 

 

 

 



15/27

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 8 ガイド制限負荷質量と許容メーメント 

ピストン速度に対する各値は各グラフ⑧～⑬をご参照ください。 

上表はガイドの性能を表しているものであり、搬送できる負荷質量

を示すものではありません。 
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 ①～④で算出された負荷総和と負荷重心を用いて、ガイド負荷率計算を行ってください。 

それらすべての合計となります。 

複数の負荷がシリンダに積載する場合は、負荷の重心算出が困難です。 

下記のように、各取付負荷の質量、重心位置と取付負荷質量の総和から算出します。 

注３）シリンダ取付姿勢や負荷重心位置により複数のモーメントが発生する場合があり、ガイド負荷率の総和［Σα］は 

注２）ストロークエンド（ストッパ衝突時）で発生する衝撃相当荷重によるモーメント。 

注１）シリンダが停止している状態で荷重等により発生するモーメント。 
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５．垂直作動と中間停止について 

 

5-1）垂直作動の場合 表９．垂直作動の場合許容負荷質量と許容圧力 

 垂直作動の場合は、表９の許容負荷質量 ﾁｭｰﾌﾞ内径

(mm) 

許容負荷質量（mv） 

（kg） 

許容圧力（Pv） 

（MPa） および許容圧力以下でご使用ください。 

 シリンダはマグネットカップリングでの 
6 1.0  

0.55 構成のため、シリンダの移動子および 
10 2.7  

負荷質量により、外部移動子は下方向に 
15 7.0  

変位する場合があります。停止精度が必要 
20 11.0  

な場合は、外部ストッパ（先端金属）に 

よるストローク位置決めをご検討ください。 

 

 

 

5-2）中間停止の場合 

 ストロークを微調整する場合も中間停止と 

 同等の注意が必要です。 

下記要領でご検討ください。 

 

①外部ストッパ等でスライドブロック（外部）を停止 

 ダンパボルト、アジャストボルトによる 

 ストローク調整、および外部ストッパで 

 ストローク中間位置に停止させる場合は、 

 表 10 の許容圧力以下でご使用ください。 

 （ピストン速度は、許容値以下のこと） 

 

 

②空気圧回路でピストン移動子（内部）を停止 

 ３ポジションタイプの電磁弁で､空気圧 

回路によるストローク中間位置に停止 

させる場合は、表１１の運動エネルギー 

以下でご使用ください。 

（ピストン速度は､許容値以下のこと） 

 

 

 

 

25 18.5  0.65 

32 30.0  

40 47.0  

 

ﾁｭｰﾌﾞ内径

(mm) 

外部ｽﾄｯﾊﾟによる中間停止時 

の許容圧力（Ps）（MPa） 

6 
0.55 

10 

15 

20 

25 0.65 

32 

40 

 

表 10．外部移動子側停止の場合の許容圧力

ﾁｭｰﾌﾞ内径

(mm) 

表 11．ピストン側停止の場合の許容運動ｴﾈﾙｷﾞｰ 

空気圧回路による中間停止時 

の許容運動ｴﾈﾙｷﾞｰ（Es）（J） 

6 0.007 

10 0.03 

15 0.13 

20 0.24 

25 0.45 

32 0.88 

40 1.53 
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６．ストッパについて 
 

6-1）ストローク設定方法 

ダンパボルト付の場合 

    六角ナットを緩め、六角レンチまたは手動にてダンパボルトを設定ストローク位置に移動 

    させてください。六角ナットを固定する場合は、表１２の締付トルク値で行ってください。 

 

  ショックアブソーバ付の場合 

    シリンダストロークは､併設のアジャストボルト位置で設定ください。 

スライドブロックのショックアブソーバ衝突部は、ショックアブソーバのロット径程度の 

大きさの平行ピンですので、ショックアブソーバのストッパ部をスライドブロックへ直接 

衝突させないようにしてください。ショックアブソーバの位置はアジャストボルトの 

0.2mm 程度手前を目安に取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 図 10．ストッパ 

 

表 12．ストッパ締付トルク 

6-2）ショックアブソーバ交換時の注意 

ショックアブソーバ付の場合は、シリンダのストローク停止位置決め用のアジャストボルトが 

併設されます。シリンダのストローク停止位置を変更せずショックアブソーバのみ交換する 

場合は、絶対にアジャストボルト位置を変更しないでください。 

 

 

 

 

 
７．分解およびメンテナンス時の注意事項について 

！ 警告 
 

① マグネットの磁力は極めて強力です。 

メンテナンス等で、外部移動子とピストン移動子をシリンダチューブからはずす場合は、 

手などをはさまないようご注意ください。 

分解後、外部移動子とピストン移動子を離して置いても、マグネットの磁力により移動子 

同士が共に吸着して、思わぬ大事故につながる恐れもありますので、取扱いには十分に 

ご注意をお願いします。 
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！ 注意 

① シリンダチューブから各移動子を取出す場合は、内外移動子の磁力吸着状態を開放してから 

  行ってください。 

シリンダチューブから外部移動子またはピストン移動子を取出す場合は、それら内外移動子 

のマグネットカップリングの正規位置関係を強制的に変位させ、内外移動子の磁力吸着状態 

開放してから別々に取出してください。 

内外移動子が共に磁力吸着された状態でシリンダチューブから取出しますと、それら内外移動子 

は直に吸着してしまい別々にはずすことができなくなります。 

 

② メンテナンス等で移動子を分解する場合は、マグネット単体の分解までは行わないでください。 

磁石保持力の低下および不具合発生の原因となります。 

 

③ パッキンセットの交換は、別途、メンテナンス要領書をご参照ください。 

 

④ 下図の止めネジは、ガイドシャフト固定用ですので、パッキンセット交換以外は絶対にゆるめ 

ないでください。 

 
図 11．ガイドシャフト固定用止めネジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 外部移動子とピストン移動子の方向性にご注意ください。 

φ6、φ10 の内外移動子同士は、組立上方向性があります。分解および再組立の場合は、 

下図を参考に正しい方向性で組立てをお願いします（φ15 以上は方向性ありません）。 

間違った方向の場合は、ピストン移動子を 180°反転させると正しい方向性に修正できます。 

間違った方向で組立てすると、所定の磁石保持力値が得られず、低い供給圧力でも移動子の 

磁力位相ずれ（ピストン離脱）が発生しますのでご注意ください。 

 

図 12-1．正しい位置関係 

 
図 12-2．間違った位置関係 

 

 
ピストン移動子を 180°反転
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８．オーダメイド品について 

 本製品は使用環境、作動条件等を考慮して､各種オーダメイド品を用意しております。 

 目安となりますが、表１３のような使用環境および作動条件の場合は、下記オーダメイド品を 

 ご検討ください。（標準品型式末尾に、下表の型式表示記号を追記） 

（下記オーダメイド品は、特殊な環境および作動条件を前提とした製品のため、一般環境における 

製品寿命が標準品と比べ短い場合があります。一般環境でご使用する場合は、極力、標準品を 

選択するようお願いします。） 

 

表 13．オーダメイド品一覧表  

型式 

表示記号 
内容 推奨する使用環境、作動条件 

適用チューブ 

内径 

-XB9 
低速仕様 

（15～50mm/s） 
15～50mm/s の低速作動が必要な場合 φ6～φ40 

-XB13 
超低速仕様 

（7～50mm/s） 
7～50mm/s の超低速作動が必要な場合 φ6～φ40 

-X116 エアハイドロ仕様 
精密な低速送り、中間停止、スキップ送り 

が必要な場合 
φ25～φ40 

-X168 ヘリサートねじ仕様 
スライドブロックのワーク取付ねじを 

さらに強化したい場合 
φ20～φ40 

-X210 
外部無潤滑仕様 

（ダストシールなし） 

高湿度環境、水飛散環境、切削液飛散環境、 

シリンダ外部：グリース不可条件の場合 
φ6～φ40 

-X322 
シリンダチューブ外周面 

硬質クロームめっき付 

シリンダチューブ外周面の硬度を UP し、 

外部軸受の摩耗を軽減したい場合 
φ15～φ40 

-X324 
外部無潤滑仕様 

（ダストシール付） 

高湿度環境、水飛散環境、切削液飛散環境、 

シリンダ外部：グリース不可条件の場合 
φ10～φ40 

-X431 
スイッチレール 

両側面取付（２本付） 

ショートストロークで、スイッチレール１本 

では必要スイッチ数を取付けできない場合 
φ6～φ40 

-X2423 取付面タップ仕様 
プレート下面側からボルトで固定したい場合 

（寸法詳細：図 13、表 14 参照） 
φ6～φ40 

20- 銅系不可仕様 銅系部材不可環境の場合 φ6～φ40 

注）

 

 

 

 

注）上表の推奨環境、条件はあくまでもご使用検討する為の目安です。 

  ご使用される装置特有の作動条件等により、事前に想定できない事象発生を考慮し、 

事前に、ご使用する環境および作動条件で実機による作動確認されることをお奨めします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付面
プレート 

表 14．ねじ詳細 

 

 
図 13．X2423 
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９．内部構造と部品構成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンパボルト付 

φ6 の場合 

 

CY1SG／集中配管タイプ 

φ6 の場合 φ15 の場合

φ6 の場合 

ダンパボルト付 ショックアブソーバ付

図 14-2．集中配管タイプ 

図 14-1．両側配管タイプ 

 

CY1S／両側配管タイプ φ6 の場合 

φ15 の場合φ6 の場合 
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 表 15．構成部品 

注１：パッキンセットの部品内容は、※印の部品となります。 

 
注２：オートスイッチとスイッチスペーサは、同梱出荷となります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 16．交換部品／パッキンセット 

 

 

 

 

 

 

  

 注１：パッキンセットには、上表内の部品以外に、グリースパック（10g）が付属されます。 

   グリースパックのみ必要な場合は、下記品番にて手配ください。 

   グリースパック品番：ＧＲ－Ｓ－０１０ 

注２：オートスイッチを後付けする場合は、オートスイッチの他に、上表のスイッチスペーサが必要となります。 

   （スイッチ１個につき１個必要） 

   使用方法は、Ｐ9、３－３－２）オートスイッチ取付方法をご参照ください。 
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改訂履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0120-837-838
受付時間 9:00～17:00（月～金曜日） 
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